
令和２年度 第３回学校評議員会記録 

 
１ 日 時  令和２年２月 25 日（木） 13 時 30 分～14 時 40 分 

２ 会 場  伊東市立西小学校（第一会議室） 

３ 参加者  学校評議員 

          （株）梅家専務（地域、商店街代表）    太田 佳子 様 

伊東市立さくら園園長           福西 正美 様 

伊東分校職員（副校長・小主事・中主事）  

 

４ 学校評議員からの意見や助言 

 

評議員会の 

内容 

・教職員のコンプライアンス（法令順守）への取組と状況について 

・令和２年度伊東分校の学校経営報告  

・令和３年度の学校経営方針案の説明  

意見を求めた

事項 

・令和２年度学校経営計画に対する、学校自己評価を踏まえた報告と、令和３年度

学校経営計画について 

学校評議員 

からの 

提言、感想等 

〇教職員のコンプライアンス（法令順守）への取組と状況 

＊学校における交通事故、体罰、人権尊重等の取組と結果を報告 

・園や企業でのコロナ対策…私生活や健康管理においての協力依頼や成果 

 

〇令和２年度伊東分校の学校経営報告と令和３年度学校経営計画について  

＊「後期教職員学校評価」の評価方法と結果の報告 

＊「保護者アンケート」の評価方法と結果の報告 

 

<評価結果の項目から> 以下の意見や次年度への助言をいただいた。 
（1）「学習環境を整備・充実させ、健康で、安全・安心な学校生活を確立する」に

ついて 
   ・防災…コロナ対策の中での避難訓練の方法の工夫。従来の訓練ができにく

い中、児童生徒の意識を保つことと、より職員の話し合いや確認が必要。 
    スマホやライン等の活用で、防災時の情報を得る訓練なども必要。 
   ・人権…コロナ禍での在宅時間の長時間化。保護者の悩みの増加や保護者間

で話す時間の減少が課題。イライラやつい否定的な言葉が多くなるなど保
護者や教員もコロナ禍の影響がある。日常への配慮や意識づけが必要。 
 

（2）「専門性に基づく指導をとおして、自己実現に向けた教育の充実を図る」につ
いて 
・職員の研修…教育関係の研修機会や情報交換の機会の減少。リモートや机
上では得られない学びをどのように補うか。 
 

（3）「地域の中で育つ児童生徒、地域の中で役割を果たす学校をめざす」について 
   ・学校間交流…西小学校との交流は間接交流。手紙や掲示物の交流だったが、

それらを常時掲示していることで、つながりを感じられたように見える。 
   ・共生・共育…西小学校と伊東分校の併置は、お互いを身近に見て、自然な

交流がある良さを感じる。その環境が、「いろいろな人がいる」という受
け止め方や接し方の学びと、社会につながる。 

   ・地域交流・地域理解…コロナ禍で直接の交流がしにくい中、商店街に、児
童生徒の作品等を飾ってはどうか。通行人や観光客も見てくれる。子ども
の作品は、力をくれて明るくなる。いろいろな間接交流の在り方の検討。 

 

（4）「教職員の互いに支えあい高めあい、働きやすい環境作りに努める」について 

   ・業務改善…コロナ対応により ZOOM 会議等になった。出かける時間が短縮・

時間通りに終わることなど、いい変化もあった点を有効に生かしたい。 


